
補助金等支出明細書

（１）目的

（２）具体的内容

１，３５０千円(Ａ)

０千円

０千円

金　額

千円

０千円

０千円

支出先 金　額

千円

０千円(Ｂ)

支出先 金　額

山一興行、外 １，０９１千円

コロニー印刷 ２１３千円

郵便局 ４６千円

千円

１，３５０千円

金　額

千円

０千円

０％(B/A）９．再補助・再委託等の割合

(１)人件費

(２)一般管理費

(３)その他の管理費

合　　計

８．その他

内　　容

合　　計

(２)　(１)以外の支出

支出内容

消耗品費

資料作成費

通信費

合　　計

７．外部への支出

(１)外部に再補助・再委託等されているものに関する支出

支出内容

合　　計

内　　容

合　　計

４．交付先公益法人の名称 　　社団法人　電子情報通信学会

５．交付実績額

６．補助金等における管理費

３．事業の目的及び内容

高度情報社会の到来が言われ，インターネットや携帯通信機器，さらにはハイテク
がふんだんに盛り込まれたロボット犬のおもちゃ等が社会に広く受け入れられてき
ている一方で，若者の理工系離れが危惧されている。高校生や中学生等の若者が，
将来の進路として大学等の理工系学部を積極的に選んでくれるようにするために
は，できるだけ易しくて面白い技術の世界に触れたり，ものづくりの経験が気軽に
できるチャンスを与える必要がある。本シンポジウムでは，若者が取り組んでいる
「ものづくり」の世界を実体験発表の形の講演と実物展示とで紹介し，その楽しさ
を広く一般に具体的に伝えることを目的とする。

主たる対象を中学生とし、小学生から一般社会人まで幅広く楽しめる講演と、参加
者が実体験できるワークショップを含み、高専及び大学工学部の学生と教官が共同
で開催する。高専学生のロボットコンテスト、プログラミングコンテスト及びソー
ラーカーへの参加作品の展示・デモンストレーションや、「ペットボトルロケッ
ト」などの簡単な内容でのテクニカルコンテストを実施し、これらを通じて参加者
が実地体験の機会を持てるようにする。分かりやすい内容のテキストを用意して、
一層興味がもてるように工夫する。

１．補助金等の名称
平成１４年度　科学研究費補助金　研究成果公開促進費

研究成果公開発表（Ｂ）

２．課題名 　体験！たのしいテクノロジー


